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    Sixty-seven cases of inverted papilloma have been reported in many anatomical sites of urinary 

tract but only 9 cases involving the posterior urethra have been described in Japan. We report the 

10th case of inverted papilloma of the posterior urethra in a 27-year-old male who complain-

ed of macroscopic hematuria. The lesion was diagnosed cystoscopically and treated by transurethral 

resection.
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は じ め に

尿路 系 のinvertedpapilloma(以 下1.P.と 略 記)

は,1963年,Pottsら1)に よ って 最 初 に 報 告 され た.

今 回わ れ われ は,後 部 尿 道 に発 生 した1.P.のi例 を

経験 した ので,文 献 的 考察 を 加 え て報 告 す る.

*

症 例

患者127歳 男性,建 築作業員

主訴:排 尿終末時血尿

現 ・小牧市民病院

現病歴 ・1985年3月 下句 よ り,し ば しば排尿時血尿

があ り,近 医で投薬 を受けていたが完治 しないため,

同年5月20日 当科 を受診 した.尿 道膀胱鏡 にて後部尿

道に ポ リープ様 腫瘍 を認めたため,6月5日 経尿道的

切除術を 目的 として入院 した。

既往歴:19歳 時 に急性虫垂炎

家族歴=特 記事項 な し

現症1体 格中等度,栄 養状態良好.頸 部,鎖 骨上窩

に腫瘤を触知せず.胸 部 は聴診上異常な し 腹部は平

坦,軟 で異常所見な し.腎 は触知せず.外 性器に異常

所見 な く,前 立腺は直腸診上 クル ミ大で,弾 性軟 であ

った.
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　 検査成績1血 液生化学的所見に異常に認めず。血沈

2mm/h,　 CRP(一)で あった.尿 所見 も正常 で,尿

細胞診はclass　 IIで あ った.

　 尿道膀胱鏡所見=内 尿道 口近 傍 の 後 部 尿 道 の12。

の位置に,小 豆大 で有茎性のポ リープを認めた.ポ リ

ープの表面は,比較的平滑で,血 管が透視で きた(Fig.

1).尿 道お よび膀胱 のその他の部位には,特 記すべ き

所見は見 られ なか った.

　 レントゲン検査所見:胸 部単純,KUB,　 IVPに て

異常所見な し.尿 道膀胱造影 で,膀 胱頸 部に類 円形の

陰影欠損が見 られ,ポ リープ頭部は膀胱 内へ浮遊突出

している ものと思われた(Fig.2).

　 治療 お よび経過:以 上 より尿道ポ リープの診断の も

とに1985年6月13日 経尿道的腫瘍切除術 を施行 した.

術後経過 は良好で,患 者 は術後第7病 日に退院 した.

術後4ヵ 月を経過 した時点で,再 発の兆候 は見 られて

いない.

　組織学的所見:腫 瘍表面は2～5層 の移行上皮で覆

われ,表 層の上皮か ら粘膜下の間質に向か って乳頭状

に細胞 が増殖 し癒合 し,ま た分岐 していた.エ オジ ン

好性物質を入れるmicrocystが 目立 ち,扁 平上 皮化

生は認めなか った(Fig.3).増 殖 細胞は異 型 性 に 乏

しく,mitosisの 像 もほ とんど見 られず,基 底膜は明

瞭 で浸潤傾 向を認めなか った.組 織学的には典型的な

LP.で あ った(Fjg.4).

考 察

　 Pottsら の 報 告 以来,1.P.に つ い ては 内 外 に 幾 つ

か の 報 告例 が あ るが,今 回 は特 に 本邦 報 告 例 を 中 心 に

文 献 的 考察 を行 な った.1.P.の 本 邦 第1例 の 報 告 は,

1964年 稲 田 ら2)に よる もの で あ り,そ れ に は膀 胱 後 壁

に 発 生 したLP.の1例 が 報 告 され て い る.そ の 後 の

本邦 に おけ る報 告 例 につ い て は,1985年7月 まで の 約

Fig.1.尿 道膀胱鏡写真　後部尿道 の12。 の位置 に,

　　　　有茎性 ポ リープを認めた.

Fig,2.尿 道膀胱造影

　　　　が見 られ た.

膀胱頸部に類円形の陰影欠損

灘,
Fig.3.切 除 したポ リープの光顕像　腫瘍細胞は間質

　　　　に向か って乳頭状に増殖 し,管 腔様構造を形

　　　　成 している.

潔麟
　　℃、こミ:∴一∵ 　 漏 ・∴}き、
Fig・4.　 Fig.3の 強 拡 大 　 管 腔 様 構 造 が 明 瞭 に認 め

　 　 　 　 られ る.増 殖 細 胞 は 異 型 性 に 乏 し く,mi・

　 　 　 　 tosisの 繰は,ほ とん ど見 られ な い.

21年間 に,合 計67例 が報告 されて いる.ま た,後 部尿

道 に発生 したLP.は 過 去に9例 の報告があ り,し た

がって自験例は1.P.の 本邦68例 目,後 部尿道に発 生

したもの としては10例 目であ る(Table　 l).後 部尿道

に発生 したLP.に 対す る治療 としては,前 立腺肥大

を合併 した1例14)を 除 き,経 尿道的腫瘍切除 術が施 行
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Table　 1.後 部 尿 道 に発 生 したinverted　 papilloma(本 邦 報 告 例)

年齢(歳) 主 処　　置 follow期 間　　再発　　報告年　　報告老 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

26

45
44

57

61

75

80

53

39

27

肉 眼 的 血 尿

尿線途絶,残 尿感

排　 尿　 困　難

肉 眼 的 血 尿

肉 眼 的 血 尿

排　 尿　 困　 難

肉 眼 的 血 尿

肉 眼 的 血 尿

肉 眼 的 血 尿

終 末 時 血 尿

T　 　U　 　R

T　　U　 　R

T　　U　　R

T　　U　　R

T　　U　　R

前立腺摘除術
腫 瘍 切 除 術

T　 　U　 　R

T　　U　 　R

T　 　U　 　R

T　　U　　R

10カ月

2　 年

4　 年

5ヵ 月

1　 年

不　明

不　明

不　 明

不　 明

3カ 月

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

不 明

不明

不 明

不明

(一)

1977　 井 口正 典11)

1977　 斯 波 光 生10)

1977　 　　　 〃

1979　 永 井 信 夫6)

1980　 　 矢嶋 息 吹8)

ユ980　 藤 沢 章 二14)　 BPH

1982　 　 水 谷 雅 巳19)

1984　 　 木村 　 明3)

1984　 　 後 藤 百 万9)

1985　 　 自 験 例

(歳)

Table　 2. 発症時の年齢お よび性別

　　　　　　　 口 男性63人 ⊂93%}

o卿9

10畠19

20卿29

30噌39

40"49

50噌59

60即69

70.79

コ
コ

囮 女性 5人 〔7"。

計 60人

1

囮
囮

囮
吻

吻
80卿 一

o 6 1b
■
15(人)

Table　 3.主 訴

肉眼的血尿

排尿障害

頻　尿

尿線途絶

排尿時痛

残尿感

側腹部痛

外尿道口腫瘤

顕微鏡的血尿

48　 例

17　例

6　例

5例

5　例

3　例

2　例

1例

1例

Table　 4,発 生 部 位 の 頻 度

尿　　管

膀　　胱

　頸　　部

　三 角 部

　内尿道口

　そ の 他

後部尿道

女性尿道

20

18

6

9

6例(9%)

539U　 (76%)

10例(14%)

1例20)(1%)

計　70例

されている.予 後は良好であ り,ま た再 発例 も確認 で

きた範 囲内では見 られなか った.1.P.の 成 因 に つ い

て,藤 田 ら13,25・26)は,1.P.の組織像に 濡平上 皮化 生

が稀 な らず見 られ ることと,ラ ッ トに膀胱腫瘍 を発生

させた実験系25)で高頻度 に扁平上皮化生 と1.P.の 発

生が併存 して見 られたこ ととを関連づけて,扁 平上皮

への移 行傾 向を もつ細胞 の良性 の過形成 が1 .P.の 成

因 とな り得 ると報告 している.ま た川地 ら7)は,LP.

と慢性増殖性膀胱炎 の併存す る症例について検討 を加

え,慢 性炎症は尿路 上皮 の抵抗力を低下 させる作用は

あるが,1.P.の 発生 にはさらにcarcinogenの 関与

が必要 であ ると述べ ている,し か し本症例 では,い ず

れ の説 をも支持で きる よ うな状態 は証 明 で きな か っ

た。

　 次に,自 験例 を含めた68例 について統計的考察を行

なった.

①発症時の年齢 ・性別(Table　 2)

　 発症時の年 齢は,8歳12)～82歳13)と,広 い年齢層 に

分布 し,平 均50歳 である。最多年 齢層 は50歳 代 と60歳

代で,計28例41%を 占めている.性 別では,男 性63例

(93%)女 性5例(7%)で あった.

②主 訴(Table　 3)

　主訴 は肉眼的血尿が48例 と最多 で,排 尿障害が それ

に続 いた.稀 なものでは外尿道 口の腫瘤がある.こ れ

は44歳 女性の尿道後壁 に発生 した例である。

③発生部位(Table　 4)

　発生部位別頻度 で は,膀 胱が53例(76%)と 最多

で,中 でも頸部 と三角部が多 く,両 者で全体 の54%を

占めて いる.後 部尿道 に発生 した頻度は14%で あ り,

比較的稀であ った.

④発見時の腫瘍の数

　単発 のものが65例,2個 が2例s・13),mult三ple　po-

lypoidと 記載 された もの9)が1例 であ った.
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⑤ 肉眼 的 性 状

　 1.P.の 大 き さに つ い て の 記載 は,粟 粒 大21・23)か ら

クル ミ大 星。)まで さ まざ ま で あ るが,小 指 頭 大 と い う表

現が21例 に 使 わ れ て お り,最 も多 い.形 態 につ いて 記

載 の あ る41例 中,ポ リー プ状14例,コ ン棒 状9例,卵

円形 また は 球 形8例,そ の他10例 で あ った.茎 の有 無

につ い て は41例 に有 茎 性 とい う記載 が あ った.腫 瘍 表

面 の性 状 に つ い て は,表 面 平 滑 とい う意 味 の記 載 が41

例 で見 られ た 。

⑥ 組 織 学 的所 見

　 Hendersonら27)に よる1.P.の 組 織 学 的 特 徴 は

　 1)上 皮 の逆 転構 成(上 気 道 の1.P.に 極 め て類 似 し

　 　 た)

　 2)尿 路 上皮 に よる被 覆

　 3)上 皮 細胞 の均 一 性

　 4)極 め て稀 なmitosis

　 5)Microcystの 形 成

　 6)少 な か らず 見 られ る扁 平 上皮 化 生 で あ った.

　 1)～3)は1.P,の 定 義 と も言 うぺ き事 項 で あ るが,

4)のmitosisに つ い て は 「見 られ な い」 「ほ とん どな

し」 「まれ 」 な ど の報 告 が 大部 分 で あ り,1.P.のma-

lignant　 potentialは 極 め て低 い こ とが 示 唆 さ れ て い

る.一 方,1.P.に 悪 性 像 が 併存 し た と い う報 告 も,

Tableの 如 く3例 に見 られ て い る(Table　 5).5)の

microcystは,1.P.の 内腔 に見 ら れ る エオ ジ ン好 性

物 質 を 含 んだ 小 管 腔 で あ る が,川 地 ら7>は,腫 瘍 上 皮

Table　 7,再 発 例

報告者 翻 欝 再発雛 騒 高で 備 考

黒岡 ら・2・内尿道 ・ 露 管 口

横 山ら23)膀 胱頸部　 　同部

　　 　　 再発 した
　　 　　　1.P.の

　　 　　 門部に
1年7ヵ 月grade　 I
　　 　　　のT.C.C.

　　 　　 がみ られ
　　 　　 た,

1年10ヵ 月

Table　5.悪 性像が併発 した症例

に残 された移行上皮 の腺上皮 的性格,あ るいは腫瘍性

の上皮化生に由来す る もので あると述ぺている.1.P.

の本邦報告例の うち,29例 にその存在が報告され てい

る,は っき りと存在 を否定 してあるのは2例3・17)であ

り,他 は不明である,扁 平上皮化 の有無についての報

告では,有 りが6例,無 しが18例 であ った.

⑦治療 法(Table　 6)

　 1.P.に 対 して行なわ れ た 術 式 は,　Tableの 如 く

TURが 主体で あ り特殊 な例 を除 いては,こ れで充分

である と考 えられ る.後 療法 として,マ イ トマイ シγ

C16)の膀 注,ラ ドン針打ち込 み15),サ イ トシ ンアラビ

ノサイ ド4)膀注が報告 され ているが,そ の意味にっい

て定見 はない.

⑧再 発(Table　 7)

　術後 のfoilow　 up中 に再発 を認めた とい う報告は

2例 のみであった.

ま　　 と　　 め

報告者　　 発生部位 組織診断

永 井 ら6)

横 山 ら23)

黒 岡 ら22)

後 部 尿 道T.C.C.　 grade　I～IIを 部　　　　 　　
分的に認める

三　 角　 部　組織 の75%にT.C.　 C,

　　　　 　　 grade　I相 当の変化

左尿管 口近傍　再発性LP.の 一部に,

　　　　 　　 grade　I

　 1)後 部 尿 道 に 発 生 したinverted　 papillomaの1

治験 例 につ い て 報 告 した.本 症 例 はinv6rted　 papil-

lomaの 本邦 報 告例 の68例 目で あ り,後 部 尿 道 の発 生

例 と して は10例 目で あ った.

　 2)尿 路 のinverted　 papillomaに つ い て 本邦 報 告

例 を中 心 に 文 献 的 考 察 を行 な った.

Table　 6.　 Inverted　 papillomaに 対 す る術 式

文 献

経尿道的腫瘍切除

経腹的腫瘍切除

　膀胱腫瘍切除

　腎尿管摘除

　尿管下部 ・膀胱部分切　除
,尿 管膀胱新吻合4)

生 検21)

不　明24)

12例

4例

1例

49例

17例

1例

1例

計　68例
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